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　　火國の動き

一灘翻澱観蓬一
男　　　4，539（一輸

女螺，594騰鞠
欝　　　　9，響33莚o）

繊帯数2，2黎3（一31

　欝ぽ購潟錐較

鰹垂

垂

　　鷺　　嬢

　　　　　編霞

　　　　　撫
　　灘

霧欝・

難灘

大好きな
　　　　おとうさんヘ
　　　　　　　　　　　　　　　　ー6月17日一

　　千手保育園では父の日のプレゼントに、園児全員が

　おとうさんの顔を書きました．

　　紙いっばいに書かれたおとうさんの絵には、緑のチ

　ョウネクタイがついています。

　　プレゼントされた絵を見たおとうさん。なんとなく

　似ている顔に、ニツコリ……！？

圃休日救急医
7月16日至誠堂医院（西浦町）君52－3276

　23日富田医院（神明町）費52－3269

　30日中条病院（中条）657－3018

8月6日第二藤巻医院（上野）台68－2018

　13日大島医院（川原町）費52－2957
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戴
穏
墨
帯
8
が
懲
簸
棄
掘
翻
ま
驚
錯
圏
間
の
禽
期
驚
、
第
翻
翻
購
議
会

建
例
会
翻
開
謹
載
ま
態
瀧
。

条
鍵
難
蕪
薇
鋪
盤
誹
無
離
熱
霧

繕
、
簡
揚
水
道
特
鍵
会
諦
補
正
畢
算
を
審
議
縷
、
原
案
ど
お
蝉
可
決
縷
ま

態
た
。

　
最
後
，
前
半
に
委
員
会
轡
議
蓬
穣
鍛
簿
輪
楚
策
蒙
電
力
送
電
線
建
設
に

伴
麟
橘
地
屡
の
礫
境
改
蕃
の
請
願
悲
．
平
成
死
葎
摩
米
の
政
欝
買
騨
叢
れ

麺
格
畿
米
穀
数
策
慧
ど
の
確
立
の
講
願
が
、
驚
れ
ぞ
燕
採
択
謬
凝
議
縷
薩
，

一
般
難
闘
の
概
要
を
南
泌
驚
お
知
獲
慧
態
ま
す
。
　
燃
賛
關
顯
羅
掲
載
）
．

ふ
る
さ
と
創
生
で
み
こ
し
を

登
坂

茂
議
員

　
ふ
る
さ
と
創
生
資
金
の
一
部
で
、

子
供
用
貸
し
出
し
み
こ
し
（
一
台
八

五
万
円
）
を
購
入
し
て
は
ど
う
か
。

南

雲
　
町
　
長

公
費
で
購
入
す
る
こ
と
が
憲
法
上

難騰懸

D

　
　
響

　
　
　
6
3

　
　
’
・
昭

　
　
　
　

灘
欝
鞭
し

』
聾
祝

　
　
　
麗

　
　
螺
子大白倉の

許
さ
れ
る
か
ど
う
か
。
保
管
、
使
用

料
な
ど
の
問
題
と
併
せ
て
検
討
し
た

い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
一
億
円
問

題
は
、
近
く
町
民
か
ら
ア
イ
デ
ア
を

つ
の
り
、
平
成
二
年
度
予
算
か
ら
具

体
化
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
倉
地
区
運
動
会
（
6
・
4
）

児
童
数
減
少
の
学
校
対
策

戸
　
田
　
哲
　
次
　
議
員

　
白
倉
小
学
校
は
、
現
在
児
童
数
一

一
人
で
あ
る
。
来
年
度
は
八
人
、
平

成
六
年
度
は
四
人
に
な
る
見
込
み
だ
。

仙
田
小
学
校
の
将
来
像
を
含
め
て
具

体
策
を
き
き
た
い
。

　
併
せ
て
、
町
の
発
展
と
過
疎
の
歯

止
め
と
し
て
山
村
留
学
制
度
を
検
討

い
た
だ
き
た
い
。

南
　
　
雲
　
町
　
長

　
白
倉
小
学
校
の
存
亡
に
か
か
わ
る

警
告
を
出
さ
れ
た
こ
と
は
、
町
が
抱

え
る
大
き
な
社
会
問
題
、
教
育
問
題

と
し
て
厳
粛
に
受
け
止
め
て
い
る
。

　
ご
指
摘
の
と
お
り
児
童
数
の
見
通

し
は
厳
し
く
危
機
の
到
来
が
考
え
ら

れ
る
。

　
山
村
留
学
は
、
複
式
学
級
の
解
消

と
、
教
員
確
保
が
で
き
る
が
、
児
童

数
に
つ
い
て
は
、
留
学
生
が
上
回
る

逆
転
現
象
と
な
り
、
伝
統
の
教
育
環

境
に
支
障
を
及
ぼ
す
と
い
う
影
響
も

心
配
さ
れ
る
よ
う
な
実
態
だ
。

　
第
一
に
白
倉
住
民
の
受
け
入
れ
の

意
欲
が
先
決
で
あ
り
、
協
力
体
制
の

喚
起
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

　
第
二
点
と
し
て
は
、
複
式
学
級
二

級
地
以
上
の
要
件
に
よ
る
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
導
入
に
つ
い
て
の
検
討
。
第

三
は
、
な
に
よ
り
も
白
倉
校
自
体
の

児
童
数
の
減
少
で
、
留
学
生
の
価
値

や
位
置
付
け
に
苦
慮
す
る
こ
と
切
な

る
も
の
が
あ
る
。
第
四
点
は
、
自
然

環
境
に
恵
ま
れ
、
地
域
住
民
の
温
か

な
思
い
や
り
の
あ
る
家
庭
の
雰
囲
気

を
満
た
し
て
く
れ
る
社
会
環
境
の
よ

さ
が
、
相
乗
効
果
と
な
る
こ
と
を
期

待
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
仙
田
小
学
校
と
も
ど
も
、
町
の
当

面
す
る
大
き
な
課
題
と
し
て
真
剣
に

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認

識
し
て
い
る
。

　
石
沢
教
育
長
　
県
内
の
山
村
留
学

の
状
況
は
、
松
之
山
町
の
村
田
小
学

校
が
あ
る
。
現
在
五
〇
人
で
あ
る
。

白
倉
小
学
校
が
二
人
で
あ
り
、
現

段
階
と
し
て
は
山
村
留
学
を
受
け
入

れ
る
に
は
本
当
に
ぎ
り
ぎ
り
か
ど
う

か
問
題
も
あ
る
と
思
う
。

　
過
疎
は
非
常
に
教
育
に
も
影
響
が

あ
る
。
津
南
、
中
里
の
複
式
学
級
で

は
指
導
の
援
助
と
し
て
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
を
入
れ
て
い
る
。
物
と
金
と
心

そ
れ
と
人
の
組
み
合
わ
せ
が
問
題
と

な
っ
て
く
る
。

悪
臭
公
害
と
農
業
後
継
者
対
策

柳

藤
作
　
議
員

0
養
豚
団
地
の
悪
臭
公
害
に
絡
ん
で
、

　
次
の
こ
と
を
き
き
た
い
。

ω
　
山
野
田
土
地
区
画
整
理
と
の
関

連
（
優
良
宅
地
造
成
と
は
）

ω
　
昭
和
四
十
八
年
に
締
結
さ
れ
た

協
定
書
の
実
施
内
容
を
伺
い
た
い
。

ア
　
飼
育
頭
数
と
行
政
指
導
。

イ
　
組
合
と
住
民
協
議
の
状
況
。

ウ
　
行
政
指
導
の
権
限
と
実
施
経
過

　
報
告
な
ど
を
き
き
た
い
。

②
農
業
後
継
者
対
策

ω
　
米
の
輸
入
自
由
化
と
農
業
不
安

　
定
の
背
景

ω
　
後
継
者
対
策
の
現
状

南
　
　
雲
　
町
　
長

①
ω
山
野
田
地
域
は
住
宅
建
築
が

か
な
り
早
い
テ
ン
ポ
で
進
ん
で
い
る
。

新
十
日
町
大
橋
の
供
用
開
始
を
前
に

麟



し
て
い
る
こ
の
時
期
に
具
体
的
な
計

画
を
進
め
な
い
と
将
来
の
計
画
的
な

開
発
が
む
ず
か
し
く
な
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
人
口
増
加
対
策
の
一
環
と
し
て
住

宅
地
の
確
保
は
ぜ
ひ
進
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
住
み
良
い
住
宅
環
境
で

あ
る
た
め
に
は
、
養
豚
の
悪
臭
除
去

は
避
け
て
通
れ
な
い
重
要
な
問
題
で

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　
こ
の
計
画
が
悪
臭
の
た
め
に
計
画

だ
お
れ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
地
権
者

の
意
向
を
尊
重
し
、
町
と
し
て
も
で

き
る
か
ぎ
り
の
措
置
を
と
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
山
野
田
地
区
が
悪
臭
公
害
の
危
険

地
帯
で
あ
る
こ
と
は
、
当
該
区
画
整

理
事
業
施
行
後
の
住
宅
供
給
に
大
き

な
支
障
を
与
え
る
可
能
性
は
避
け
ら

れ
な
い
と
思
う
。

　
北
村
産
業
課
長
　
ω
ア
　
養
豚
団

地
の
適
正
規
模
と
し
て
は
、
子
と
り

用
メ
ス
豚
二
四
〇
頭
、
年
間
生
産
頭

数
四
五
〇
〇
頭
だ
。

イ
　
こ
の
一
年
で
は
三
回
に
わ
た
り

団
地
組
合
と
協
議
し
て
い
る
。
内
容

は
、
団
地
の
施
設
改
善
、
施
設
の
適

正
管
理
、
経
営
姿
勢
な
ど
で
あ
り
、

行
政
に
対
し
て
も
指
導
、
監
督
の
強

化
に
つ
い
て
の
ご
要
請
を
強
く
い
た

だ
い
て
い
る
。

ウ
　
行
政
指
導
は
法
的
な
強
制
力
は

な
く
、
相
手
方
の
任
意
の
協
力
を
期

待
し
つ
つ
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

い
や
し
く
も
強
制
の
効
果
を
も
っ
た

り
、
ま
た
は
、
事
実
上
の
強
制
と
な

宅
造
が
進
む
山
野
田
地
区

　
、
－
　
鐵
灘
欝
灘

っ
た
り
す
る
よ
う
な
こ
と
は
許
さ
れ

な
い
と
解
す
る
。
極
め
て
本
件
の
処

理
に
あ
た
っ
て
は
問
題
が
あ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　
団
地
組
合
と
住
民
と
の
協
議
と
並

行
し
て
、
私
ど
も
も
年
間
十
数
回
に

わ
た
っ
て
主
と
し
て
口
頭
で
あ
る
が
、

会
議
等
の
型
式
を
通
じ
て
団
地
に
対

し
て
行
政
指
導
を
し
て
い
る
。

　
特
に
、
協
約
の
順
守
で
あ
る
が
、

植
樹
、
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
造
成
に

つ
い
て
は
、
確
約
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
だ
。
協
約
書
を
守
る
と
い
う
立
場

で
、
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
。

　
行
政
側
の
資
質
の
向
上
と
養
豚
農

家
の
積
極
的
な
姿
勢
が
な
け
れ
ば
う

ま
く
い
か
な
い
と
考
え
て
い
る
。

南
　
　
雲
　
町
　
長

②
ω
政
府
は
、
米
の
自
由
化
は
絶

対
に
阻
止
す
る
と
明
言
し
て
い
る
。

わ
た
し
も
こ
の
施
策
は
断
固
堅
持
し

て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
る
。

　
付
加
価
値
の
高
い
米
で
な
け
れ
ば

結
局
採
算
が
と
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。

　
川
西
町
の
よ
う
な
良
質
米
生
産
地

は
、
こ
の
点
お
お
い
に
力
強
い
と
力

説
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
、

生
産
組
合
方
式
も
強
力
な
武
器
で
あ

る
。
わ
が
国
で
は
農
政
の
基
本
政
策

が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
と
も
い
わ
れ

て
い
る
。
我
々
と
し
て
こ
れ
を
十
分

に
肝
に
命
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
う
。

　
北
村
産
業
課
長
　
ω
地
域
ぐ
る
み

で
農
業
教
育
の
充
実
強
化
を
図
る
必

要
が
あ
る
。
特
に
農
業
を
指
向
す
る

若
者
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
児
童

生
徒
の
発
育
段
階
に
対
応
し
た
農
業

へ
の
理
解
活
動
を
図
っ
た
ら
と
考
え

る
。

　
町
で
も
経
営
規
模
三
ヘ
ク
タ
ー
ル

を
超
す
農
家
が
増
加
し
つ
つ
あ
る
。

生
産
組
合
も
整
備
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
ぞ
れ
経
営
に
対
応
し
た
ケ
ー
ス
と

し
て
の
後
継
者
確
保
育
成
を
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

J
R
と
東
電
の
補
償
は

根
津
健
治
郎
議
員

①
ふ
る
さ
と
創
生
資
金
の
有
効
利
用

を
、
町
職
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

し
た
と
い
う
が
、
そ
の
活
用
方
法
は
。
F

　
ま
た
、
町
民
や
町
外
の
町
出
身
者

か
ら
町
の
活
性
化
の
論
文
を
募
集
、

賞
金
や
記
念
品
に
充
て
た
ら
ど
う
か
。

②
J
R
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
わ
き
水
で
、

陥
没
や
水
不
足
が
生
じ
て
い
る
。
補

償
交
渉
と
今
後
の
見
通
し
を
伺
い
た

い
。

③
東
京
電
力
送
電
線
工
事
に
伴
う
補

償
に
つ
い
て
お
伺
い
す
る
。

南

雲
　
町
　
長

①
創
生
資
金
は
、
こ
れ
か
ら
本
格
的

な
検
討
に
入
る
。
広
報
紙
な
ど
で
広

く
町
内
外
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
つ
の
り

た
い
。
ソ
フ
ト
面
だ
け
で
な
く
、
ハ

ー
ド
な
面
で
も
必
要
な
事
業
は
と
り

上
げ
て
い
き
た
い
。
庁
内
に
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
つ
く
り
、
議
員
か
ら
も
論

議
に
参
加
い
た
だ
き
た
い
。
十
二
月

議
会
く
ら
い
に
は
結
論
を
求
め
て
、

平
成
二
年
度
の
予
算
に
反
映
し
た
い
。

②
町
内
の
第
二
水
路
ト
ン
ネ
ル
は
、

七
、
三
七
〇
メ
ー
ト
ル
掘
さ
く
す
る

計
画
だ
。
六
月
一
日
現
在
で
千
手
坑

口
七
四
％
、
川
西
坑
口
五
八
％
、
取

安
坑
口
五
五
％
の
進
捗
率
で
あ
る
。

こ
の
三
つ
の
坑
口
か
ら
毎
秒
一
〇
ニ

リ
ッ
ト
ル
、
一
日
当
た
り
八
、
八
○

○
ト
ン
年
間
三
二
〇
万
ト
ン
が
流
れ

て
い
る
計
算
に
な
る
。

J
R
工
事
千
手
坑
口
現
場

　
工
事
の
進
行
に
伴
っ
て
被
害
件
数

も
増
加
し
、
被
害
地
域
も
拡
大
し
て

い
る
が
、
幸
い
、
広
範
囲
の
被
害
は

見
当
た
ら
な
い
状
況
だ
。
現
段
階
で

は
、
発
生
し
た
被
害
に
つ
い
て
応
急

的
な
措
置
で
は
あ
る
が
、
迅
速
に
対

応
し
て
い
る
と
い
う
印
象
を
受
け
て

い
る
。

③
送
電
線
鉄
塔
工
事
用
道
路
を
東
電

に
代
わ
っ
て
町
が
実
施
し
て
い
る
状

況
だ
。
工
事
概
要
は
、
二
二
路
線
、

　
一
七
、
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

鉄
塔
工
事
に
合
わ
せ
て
改
良
舗
装
を

実
施
し
て
お
り
、
現
在
ま
で
に
八
路

線
七
、
二
四
〇
メ
ー
ト
ル
が
発
注
済

み
で
、
全
体
計
画
の
約
五
〇
％
が
完

了
済
み
で
あ
る
。

魯



　
八
月
三
十
一
日
に
任
期
満
了
と
な
る
町
議
会
議
員
の
一
般
選
挙
が
次

の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。

一
一
一

　8月1日（火）日
日

示
票

告
投

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時

の
間
に
、
川
西
町
地
域
活
性
化
セ
ン

タ
ー
（
役
場
裏
）
四
階
第
一
研
修
室

で
届
け
出
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
こ
の
選
挙
に
投
票
で
き
る
人
は
、

次
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
人
で
す
。

①
日
本
国
民
で
あ
る
こ
と
。

②
年
齢
が
満
二
十
歳
に
達
し
て
い
る

人
（
昭
和
四
十
四
年
八
月
七
日
ま
で

に
生
れ
た
人
）

③
川
西
町
に
住
所
を
有
し
て
か
ら
一
ニ

ケ
月
以
上
経
過
し
た
人
（
今
年
四
月

三
十
日
以
前
か
ら
引
き
続
き
住
所
を

有
し
て
い
る
人
）

　
時
間
に
遅
れ
な
い
よ
う
、

投
票
し
ま
し
ょ
う
。

早
め
に

◎
入
場
券
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

入
場
券
が
届
か
な
か
っ
た
り
、
な
く

し
た
場
合
で
も
、
選
挙
権
が
あ
り
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
は

投
票
で
き
ま
す
の
で
投
票
所
の
係
員

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

◎
投
票
用
紙
に
は
、
投
票
し
よ
う
と

す
る
候
補
者
一
人
の
氏
名
を
は
っ
き

り
と
書
い
て
く
だ
さ
い
。

①
選
挙
の
当
日
、
町
外
に
や
む
を
得

な
い
用
務
や
旅
行
な
ど
で
滞
在
中
の

人
。

②
指
定
病
院
に
入
院
中
の
人
な
ど
は

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　
毎
日
、
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午

後
五
時
の
間
に
、
川
西
町
活
性
化
セ

ン
タ
ー
四
階
第
二
研
修
室
で
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　
不
在
者
投
票
に
は
、
印
鑑
を
忘
れ

ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
開
票
は
、
即
日
開
票
で
午
後
七
時

三
十
分
か
ら
で
す
。

役場4階の議場

開
票
結
果
を
発
表
す
る
和
久
井

　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
票
管
理
者

鞭

6．25参院補選
　　　　　　　川西町の結果

（）内は、6月4日執行の県知事選の結果です。

　最終有権者数
　　男　3，330人（3，306人）
　　女3，548人（3，527人）
　　計6，878人（6，833人）

投票者数

　男2，683人（2，956人）
　女2，945人（3，215人）
　計5，628人（6，171人）

投票率
　男80．57％（89．41％）
　女83．00％（91．15％）
　計81．83％（90．31％）

候補者別得票数
　おおふち絹子　3，313票
　君ひでお　2，117票
　村田一男　　　86票
無　効　　　　　　　112票（66票）



1

大正2年1月1日から4月
1日までに生まれた29人

6月16日

松葉荘

＜ことしから満年齢で＞

　
今
ま
で
喜
寿
の

お
祝
い
は
、
昔
か

ら
の
習
わ
し
ど
お

り
数
え
年
で
実
施

し
て
き
ま
し
た
。

し
た
が
つ
て
、
生

年
月
日
も
暦
ど
お

り
一
月
一
日
か
ら

十
二
月
三
十
一
日

ま
で
の
一
年
問
が

対
象
だ
っ
た
わ
け

で
す
。

こ
と
し
か
ら
「
高

齢
者
慶
祝
規
程
」

が
改
め
ら
れ
、
満

年
齢
を
採
用
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
で
、
今

回
、
満
七
十
七
歳

の
対
象
者
は
、
大

正
二
年
一
月
一
日

か
ら
同
年
四
月
一

日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方
だ
け
と
な
り

ま
し
た
。

　
来
年
か
ら
は
、

四
月
二
日
か
ら
翌

年
四
月
一
日
ま
で

の
一
年
問
に
生
ま

れ
た
方
、
っ
ま
り

学
齢
と
同
じ
区
切

り
で
実
施
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

繹

鰍

　　　懲　璃撒
き

撫
魯
　
鯉

垂
無
．
．

期

蹴
轟’婁

綴

禽．

，
，
　
　
試

　
く
，

鋤

　
　
叢

．
，
…
繋
灘
灘
馨
羅

椰
　
，

灘

胤

，
螂

羅。　簸　　　蘇脚　　辮灘灘羅　　　響
　　聾　轍轍灘，

懸　　　灘　　欝　鞭鱗馨

〈
町
内
順
に
掲
載
・
敬
称
略
〉

千
手
　
10
人

鶴高伊中学田上東山中
　原　屋校中　善野島
吉田友敷町町町寺田町

渡星佐清平田高
辺名藤水野中橋

忠クツス圭ふト
治リゲイニじモ

元
町

新
町
新
田

　
〃

下
平
新
田

〃三
　
領

高樋沢井渡小
橋口口川辺林

　正ト勘フヨ
花雄イ蔵クキ

橘

4
人

羽
鳥
新
太
郎

丸
山
　
フ
ジ

田
村
甚
作

上
野
　
10
人

野
　
口

〃原
　
田

下
原

五
十
嵐
徳
三
郎

村
越
春
野

丸
山
　
ト
シ

須
藤
寛
蔵

上
　
野

〃

元
町

〃

仙
田
　
5
人

星
名
治
郎
作

山
口
　
正
平

上
村
謙
治

上
村
　
ト
ミ

中
仙
田

赤
谷

〃〃

岩
瀬

小
林

高
橋

高
橋

登
坂

登
坂

正ヨヤ孝健
治サノ平治

小
林
住
民
課
長
の
話

　
以
前
か
ら
八
十
八
歳
に
な
ら
れ
た
方
に
は
、
県
知
事
か
ら

米
寿
の
祝
い
品
が
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。
町
内
か
ら
も
祝
い
品

が
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
県
は
満
年
齢
で
、
町

は
数
え
年
を
採
用
し
て
い
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
同
じ
方
が

一
年
ち
が
い
で
県
と
町
か
ら
別
々
に
、
二
回
お
祝
い
の
訪
問

を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
不
都
合
を
解
消
す
る
た
め
、
町
で
も
平
成
元
年
を

期
し
て
満
年
齢
に
切
り
替
え
ま
し
た
。
た
ま
た
ま
今
回
、
慶

祝
の
対
象
に
な
る
も
の
と
思
っ
て
い
た
四
月
二
日
以
降
生
ま

れ
の
方
々
が
、
来
年
回
し
と
な
り
ま
し
た
の
で
お
気
の
毒
な

気
が
し
ま
す
。
端
境
期
の
や
む
を
得
な
い
事
情
と
ご
了
解
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

轡



ウィーク

㊨㊧㊥1週間以上の連続休暇

ラックス辺ー日本の夏を

　
ゆ
と
り
の
あ
る

　
　
豊
か
な
生
活
を
目
指
す

　
「
日
本
人
は
働
き
す
ぎ
る
」
ー

と
外
国
人
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

欧
米
諸
国
に
追
い
つ
く
過
程
で
は
、

ガ
ム
シ
ャ
ラ
に
長
い
時
間
働
く
こ
と

も
必
要
で
し
た
。
し
か
し
、
今
や
日

本
は
、
世
界
で
も
最
も
発
展
し
た
経

済
力
を
も
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
働
き
方
に
変
え

て
、
ゆ
と
り
の
あ
る
豊
か
な
生
活
を

目
指
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
働
き
す
ぎ
を

　
　
　
　
　
　
一
挙
に
解
消

　
い
よ
い
よ
夏
本
番
で
す
。

　
高
温
で
湿
度
の
高
い
日
本
の
夏
は

疲
れ
や
す
く
、
こ
と
に
真
夏
日
や
熱

帯
夜
が
続
く
と
仕
事
の
能
率
も
低
下

し
が
ち
で
す
。
夜
は
寝
苦
し
く
睡
眠

不
足
か
ら
体
調
を
崩
す
こ
と
も
珍
し

く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
プ
ロ
野
球
で
活
躍
す
る
外
人
選
手

の
い
ち
ば
ん
の
敵
は
“
日
本
の
夏
”

と
い
わ
れ
る
ほ
ど
で
す
。
梅
雨
か
ら

盛
夏
に
か
け
て
の
体
調
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
が
、
年
間
成
績
を
大
き
く
左
右
す

る
そ
う
で
す
。

　
夏
場
の
健
康
管
理
が
大
切
な
の
は

わ
た
し
た
ち
日
本
人
も
同
じ
で
す
。

　
こ
の
時
期
に
は
、
明
日
へ
の
活
力

を
養
う
“
充
電
期
間
”
と
し
て
、
一

週
間
以
上
の
連
続
休
暇
「
ほ
っ
と
ウ

ィ
ー
ク
」
が
ほ
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
働
き
す
ぎ
を
一
挙
に
解
消
1
あ

な
た
も
「
ほ
っ
と
ウ
ィ
ー
ク
」
で
日

本
の
夏
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
ま
せ
ん
か
。

㊥
㊥
㊥
㊥
㊥

　
せ
か
せ
か
日
本
人
は

　
　
　
食
事
の
見
直
し
か
ら

　
あ
る
と
き
、
外
国
人
二
人
と
日
本

人
が
食
事
を
．
し
て
い
ま
し
た
。
日
本

人
三
人
は
そ
ろ
っ
て
食
事
を
終
え
、

コ
ー
ヒ
ー
に
手
を
つ
け
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
外
国
人
二
人
は
、
ま
だ
食

事
半
ば
で
、
ゆ
っ
く
り
お
し
ゃ
べ
り

し
て
い
ま
す
。

　
彼
ら
は
、
コ
ー
ヒ
ー
が
き
て
も
あ

わ
て
ま
せ
ん
。
ご
く
一
般
的
な
レ
ス

ト
ラ
ン
で
の
食
事
で
し
た
が
、
そ
れ

な
り
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
日
本
人

と
欧
米
人
の
食
事
の
仕
方
の
違
い
を

見
せ
つ
け
ら
れ
た
よ
う
で
し
た
。

　
こ
ん
な
光
景
は
、
一
般
家
庭
内
で

の
食
事
で
も
い
え
る
こ
と
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
仕
事
や
学
校
な
ど

の
関
係
か
ら
朝
と
昼
は
し
か
た
が
な

い
と
し
て
も
、
せ
め
て
夕
食
だ
け
は
、

家
族
そ
ろ
っ
て
楽
し
い
ひ
と
と
き
で

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
と
こ
ろ
が
、
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら

そ
れ
ぞ
れ
が
黙
々
と
食
べ
終
わ
り
、

さ
っ
さ
と
自
分
の
部
屋
へ
ひ
き
上
げ

て
し
ま
い
ま
す
。
も
っ
と
も
、
お
し

ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
い
つ
ま
で
も
食

べ
て
い
る
と
、
は
し
を
ム
チ
が
わ
り

に
し
て
た
た
か
れ
た
時
代
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
ん
な
風
潮
が
い
ま
だ
に
尾

を
ひ
い
て
い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
ゆ
と
り
が
な
い
と
い
わ
れ
る
日
本

人
。
ま
ず
は
、
毎
日
の
食
事
を
．
ゆ
っ

た
り
楽
し
む
こ
と
か
ら
始
め
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

㊥

年間の休日を比べると…

休日
日本
格と
差の

盤鯉翻鍵醍繍
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一　　一

104 103

休
日
　
5
0

　
　
　
1

100

50

フ
ラ
ン
ス

西
ド
イ
ツ

イ
ギ
リ
ス

ア
メ
リ
カ

日
　
　
本

年休昭祝日等の休日翻週休日

●原則として製造業生産労働者

・祝日等の休日には、年末年始の

　休み、夏休みなどを含む。

〈
注
〉

　

”とるべ比を間時働労の間年
　
労
働
時
間
㎜

　
　
　
　
　
　
2

労日
働本
日と
格の
差

霧⑧圏鍵灘隠β螺臼趨壌霞

，9241・952

2，168

91．643

踊
日
分

1，65

ル
日
分

脳
日
分

川
日
分

一
日
八
時
間
と
し
て
換
算
す
る
と
別
日
分

　日　　ア　　イ　　西　　フ
　　　メ　　ギ　　ド　ラ
　　　　リ　　リ　　イ　　ン
　本　　カ　　ス　　ツ　　ス

年間労働時間は、残業・休日出勤

などを含む

・原則として製造業生産労働者
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1．000
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〈
注
〉



ふるさと創生（1億円）事業の
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8月31日（木）必着応募締め切り

　
本
紙
鞠
議
会
報
盤
鐙
癒
8
驚
謬
承

鎚
の
と
お
鰻
、
籔
癒
轍
勲
懸
る
叢
と

創
生
墓
金
駄
畿
襲
驚
保
蒼
轡
で
輪
ま

楼
、
懸
の
活
駕
鎧
法
を
、
饗
難
度
中

縫
決
め
る
護
と
権
嶽
製
諜
纏
だ
。

　
懸
鑑
簿
、
次
の
要
領
驚
広
蕉
轟
慧

蓬
ん
か
ら
翼
探
鋸
翼
を
募
集
讐
る
蓬

蓬
縫
慧
響
ま
縷
た
の
多
数
の
謬
応
募

蓬
お
待
ち
縷
羅
麟
濠
鞍
。

募
　
集
　
要
　
領
（
抄
）

応
募
資
格
　
町
民
か
町
内
に
常
勤
す

　
る
人
、
又
は
以
前
、
町
民
で
あ
っ

　
た
人
。

応
募
内
容

①
事
業
の
ね
ら
い

②
見
込
み
事
業
費
（
根
拠
を
示
す
）

　
③
事
業
実
施
期
間
（
五
年
以
上
に

　
　
わ
た
る
も
の
で
も
可
）

④
実
施
方
法

⑤
事
業
の
効
果

　
　
以
上
五
点
を
、
四
百
字
詰
原
稿

　
用
紙
一
枚
程
度
に
分
か
り
や
す
く

　
記
入
す
る
。
町
内
名
、
氏
名
、
年

　
齢
、
職
業
を
明
記
の
こ
と
。

あ
て
先

　
て

闇鷹＝闇闇翼諏闇闇襯闇翼面罵闇闇闇摺撒闇闇闇胤濡驚摺闇留瓢魏

役
場
内
総
務
課
庶
務
係
あ
　
　
属

そ
の
他
　
詳
し
く
は
総
務
課
に
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

コ曜297曜蟹9コ■留97藍2鶉■匿2

散
髪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
十
余
年

清
水
さ
ん
が

厚
生
大
臣
表
彰
を
受
賞

渋海川最後の

　
　
　
　
　
六
月
二
十
四
日
東
京
で
、
第
一
回

灘
　
　
　
全
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
会
（
全
国
福

　
　
　
　
祉
協
議
会
主
催
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
席
上
、
上
町
の
清
水
正
文
さ
ん
（
7
8
）

　
　
　
　
が
、
厚
生
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま

　
　
　
　
し
た
。

木橋を架け替え

　
六
月
二
十
八
日
、
主
要
地
方
道
小

千
谷
大
沢
線
小
臼
倉
地
内
の
西
山
橋

架
け
替
え
工
事
起
工
式
が
あ
り
ま
し

た
。　

事
業
費
一
億
二
千
万
円
、
長
さ
四

ニ
メ
ー
ト
ル
、
幅
六
メ
ー
ト
ル
の
ニ

カ
年
継
続
事
業
で
す
。

　
最
近
、
栄
橋
か
ら
ま
っ
す
ぐ
橘
地

内
を
抜
け
て
、
通
称
観
光
道
路
か
ら

柏
崎
市
へ
通
じ
る
コ
ー
ス
と
し
て
利

用
度
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
い
わ
ば

国
道
2
5
2
号
の
バ
イ
パ
ス
的
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
清
水
さ
ん
は
、
昭
和
五
士
二
年
か

ら
十
日
町
市
土
市
の
養
護
老
人
ホ
ー

ム
「
妻
有
荘
」
で
散
髪
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
し
て
い
ま
す
。
毎
週
火
曜
日

を
定
期
日
と
決
め
、
休
む
こ
と
な
く

続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
五
十
七
年

か
ら
は
「
な
か
ま
の
家
」
で
も
同
様

の
奉
仕
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
調
髪
台
や
化
粧
品
な
ど
自
宅
か
ら

持
参
し
、
休
む
間
も
惜
し
ん
で
奉
仕

し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
施
設
の

諸
行
事
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
趣

昧
の
ビ
デ
オ
撮
り
や
写
真
撮
影
も
併

せ
て
サ
ー
ビ
ス
し
て
い
ま
す
。

　
町
の
善
行
表
彰
は
も
ち
ろ
ん
、
県

知
事
表
彰
な
ど
も
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鷲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
醗

渋
海
川
を
渡
る
西
山
橋

　
　
　
　
　
手
前
が
白
倉
側

⑳



柏
崎
日
記

　
　
　
　
　
　
岩
瀬
金
　
子

そ
の
七

幸
　
作

　
居
酒
屋
で
サ
ケ
と
コ
イ
料
理

　
万
七
凶
年
と
い
わ
れ
た
弘
化
二
年

（
一
八
四
五
）
の
秋
、
桑
名
藩
柏
崎

陣
屋
の
渡
辺
平
太
夫
は
、
空
前
の
困

窮
年
と
な
っ
た
山
谷
組
の
村
々
を
見

て
回
っ
た
。
九
月
二
十
三
日
（
現
在

の
十
月
二
十
四
日
）
の
夜
、
お
供
の

役
人
衆
と
星
名
藤
左
工
門
宅
に
泊
ま

っ
た
平
太
夫
は
、
こ
の
晩
の
模
様
な

ど
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
す
。

　
高
原
田
村
よ
り
八
丁
程
戻
リ
候
。

当
郡
宿
の
出
来
候
者
、
此
藤
左
工
門

．
瑠
遡
頚

　
繋
　
蓼

縫

艦、

平
太
夫
が
「
水
口
沢
村
も
町
中
也
」

と
記
し
た
現
在
の
中
央
町
通
り

と
大
肝
煎
の
酒
井
忠
之
助
斗
也
。

　
勿
論
廿
ケ
村
、
弐
リ
四
方
程
二
有

之
。
格
別
隔
て
な
し
。
宿
へ
上
り
拳

法
四
ツ
致
し
、
湯
二
入
リ
、
又
々
亭

主
の
馳
走
二
て
酒
出
し
、
馳
走
見
事

也
。
酒
屋
故
酒
ハ
何
程
も
有
之
候
へ

と
も
、
魚
類
ハ
千
曲
川
の
鮭
、
鯉
等

色
々
二
揃
ひ
出
し
候
。
五
ツ
半
（
午
後

九
時
）
頃
休
ム
。
夜
中
雨
降
通
し
也
。

何
時
か
し
ら
ず
、
九
ツ
半
（
午
前
一

時
）
過
二
て
も
可
有
歎
、
目
覚
候
二

付
、
起
て
仕
事
致
し
候
。

中
屋
敷
村
は
大
悪
作

　
九
月
二
十
四
日
、
六
ケ
敷
空
な
れ

と
も
先
大
分
雲
切
れ
有
之
、
降
り
も

致
間
敷
と
、
五
ツ
（
午
前
八
時
）
前

よ
り
出
か
け
候
。
今
日
よ
り
西
の
村

々
へ
登
り
候
二
付
、
此
宿
引
払
ひ
、

山
谷
村
泊
り
也
。
上
野
村
地
元
よ
り

見
分
、
伊
勢
平
治
村
也
。
此
村
ハ
少

々
毛
上
も
よ
ろ
し
く
、
中
二
は
可
也

之
出
来
候
分
も
有
之
。
理
解
二
而
見

直
リ
出
候
分
も
有
之
也
。
見
分
大
概

二
成
リ
、
庄
屋
宅
二
て
休
足
。

　
此
村
ハ
千
手
観
音
参
詣
往
来
有
之
。

町
が
か
っ
て
相
応
の
村
立
也
。
西
垣

殿
大
倉
杯
初
而
故
、
観
音
へ
参
詣
被

致
候
。
私
ど
も
ハ
先
年
参
詣
致
候
二

付
不
行
。
夫
よ
り
此
村
残
相
済
。
中

屋
敷
村
（
庄
屋
は
重
吉
）
へ
参
ル
。

是
者
以
の
外
悪
作
、
半
分
余
ハ
皆
無

也
。
伊
勢
平
治
見
分
初
ル
と
雨
降
リ

出
し
、
雨
具
着
致
候
所
、
間
も
な
く

晴
れ
、
夫
よ
り
上
天
気
二
成
リ
、
大

分
暖
気
也
。
中
屋
敷
よ
り
水
口
沢
へ

移
リ
、
少
々
見
分
二
而
、
庄
屋
（
権

之
助
）
宅
二
て
昼
仕
度
致
し
候
。

カ
ス
リ
一
反
が
約
一
両

　
水
口
沢
村
も
町
中
也
。
千
手
と
申

町
余
程
有
之
。
小
千
谷
通
り
善
光
寺

又
ハ
松
之
山
温
泉
海
道
二
而
、
縮
の

市
有
之
相
応
の
所
也
。
此
千
手
町
ハ

御
領
分
中
屋
敷
、
水
口
沢
、
山
の
田
、

東
禅
寺
、
四
力
村
入
交
リ
也
。

　
昼
仕
度
後
、
近
辺
二
縮
織
リ
居
候

見
セ
有
之
見
物
致
ス
。
此
辺
ハ
カ
ス

リ
斗
也
。
カ
ス
リ
も
藍
ガ
ス
リ
沢
山

也
。
錬
之
助
着
用
二
妙
と
申
ノ
ヲ
、

織
て
居
リ
、
何
程
二
売
リ
候
哉
と
尋

候
所
、
当
年
直
段
殊
之
外
上
リ
、
壱

反
三
丈
五
尺
二
而
三
分
と
壱
貫
斗
で

御
座
る
と
申
。
あ
き
れ
果
ル
。

　
夫
よ
り
水
口
沢
残
見
分
相
済
。
東

禅
寺
（
庄
屋
は
甚
蔵
）
、
山
の
田
（
庄

屋
は
甚
蔵
が
代
兼
）
両
村
入
交
二
付
、

一
同
二
見
分
。
山
の
中
段
の
様
成
ル

耕
作
故
、
上
る
か
と
す
れ
ば
下
リ
、

誠
大
難
儀
也
。
此
村
も
相
済
。
稲
葉

村
へ
移
リ
見
分
。
何
れ
も
悪
作
皆
無

同
様
也
。
七
ツ
半
（
午
後
五
時
）
過

二
相
済
。
坪
刈
四
ツ
致
ス
。

　
上
納
を
勘
弁
し
て
く
れ

　
二
十
五
日
は
極
上
天
気
。
五
ツ
（
午

前
八
時
）
前
に
出
立
し
、
半
道
ほ
ど

行
っ
て
北
と
南
の
鐙
坂
村
を
見
分
し

た
。
青
立
ち
で
収
穫
皆
無
の
所
も
見

ら
れ
た
が
、
全
体
的
に
見
て
可
成
り

よ
ろ
し
い
よ
う
に
感
じ
た
。
南
鐙
坂

村
の
庄
屋
宅
で
昼
食
を
終
え
た
ら
、

村
役
人
と
小
前
ど
も
が
罷
り
出
た
。

減
免
を
願
い
出
た
高
の
う
ち
、
さ
ほ

ど
悪
作
で
な
い
分
を
除
く
つ
も
り
で

い
た
ら
一
同
の
者
が
、
口
を
そ
ろ
え

て
「
勘
弁
し
て
く
れ
」
と
言
う
。

　
平
太
夫
は
、
こ
の
と
き
の
模
様
を

「
大
分
彼
是
申
立
候
へ
と
も
、
終
二

者
願
下
し
申
。
尤
、
気
之
毒
な
か
ら

暮
て
遣
し
、
弐
百
五
十
石
程
も
先
願

お
ろ
し
二
成
ル
」
と
記
し
て
い
る
。

　
午
後
は
、
小
泉
村
と
山
谷
村
を
見

分
し
た
。
七
ツ
（
午
後
四
時
）
ご
ろ

は
す
べ
て
が
終
わ
り
、
　
「
先
是
二
て

当
郡
皆
済
大
安
心
也
」
と
な
っ
た
。

塚
の
山
宿
へ
急
ぐ

　
仕
事
を
終
え
、
夕
暮
れ
に
酒
井
家

へ
帰
る
と
、
　
「
見
分
の
済
み
し
だ
い

状
況
を
知
ら
せ
」
と
い
う
、
柏
崎
陣

屋
か
ら
の
指
令
が
届
い
て
い
た
。

さ
っ
そ
く
、
毛
見
の
結
果
を
取
り
ま

と
め
、
柏
崎
ま
で
夜
通
し
の
飛
脚
を

差
し
立
て
て
報
告
に
及
ん
で
い
る
。

　
こ
の
日
も
酒
井
家
を
宿
に
し
た
平

太
夫
は
、
湯
に
入
り
、
月
代
（
さ
か

灘
斜

現
在
の
南
鐙
坂

　
講

灘
難

や
き
）
を
剃
り
、
髪
を
整
え
て
さ
っ

ぱ
り
し
た
。
酒
井
家
で
は
、
最
後
の

晩
で
あ
る
か
ら
と
念
入
り
に
も
て
な

し
た
が
、
水
当
た
り
し
た
の
か
、
腹

が
下
っ
て
は
な
は
だ
困
っ
た
。
せ
っ

か
く
の
ご
ち
そ
う
を
、
ろ
く
に
何
も

食
べ
ず
に
休
ん
だ
こ
と
に
な
る
。

　
二
十
六
日
は
暑
い
上
天
気
に
な
っ

た
が
、
昨
夜
は
腹
下
り
で
ち
ょ
う
ず

へ
た
び
た
び
通
っ
て
し
ま
い
、
何
や

か
に
や
で
出
立
が
遅
れ
た
。
村
々
の

者
が
見
送
り
に
来
て
な
に
か
と
わ
ず

ら
わ
し
か
っ
た
が
、
あ
い
さ
つ
を
交

わ
し
、
腹
が
グ
チ
痛
む
の
を
我
慢
し

て
駕
籠
（
か
ご
）
に
乗
っ
た
。

　
こ
の
日
は
千
手
・
上
野
・
仁
田
・

野
口
の
村
々
を
通
り
、
真
人
か
ら
小

千
谷
へ
出
て
弁
当
を
使
っ
た
。
関
田

山
系
の
薬
師
峠
を
越
え
て
、
塚
山
宿

へ
急
ぐ
八
里
の
道
中
で
あ
っ
た
。

魯



物
産
展
か
、
り

ふ
る
さ
と
の
昔
を
し
の
ぶ

富
士
見
市
菊

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
こ
ろ
、

都
内
の
あ
る
デ
パ
ー
ト
で
新
潟
物
産

展
が
開
か
れ
て
い
ま
し
た
。
雪
国
の

物
産
が
所
狭
し
と
デ
パ
ー
ト
の
催
事

場
に
陳
列
さ
れ
、
売
り
子
の
威
勢
の

い
い
呼
び
声
が
と
び
か
っ
て
い
ま
し

た
。

　
加
茂
の
キ
リ
た
ん
す
職
人
さ
ん
の

功
み
な
実
演
販
売
。
三
条
の
金
物
、

小
千
谷
縮
な
ど
物
産
品
の
外
、
川
西

町
の
小
嶋
屋
そ
ば
や
ワ
ラ
ビ
な
ど
の

食
料
品
も
数
多
く
並
べ
ら
れ
て
ま
さ

に
ふ
る
さ
と
一
色
と
い
う
感
じ
で
し

た
。
な
か
で
も
、
フ
キ
ノ
ト
ウ
や
サ

サ
ァ
メ
な
ど
は
と
て
も
懐
か
し
く
、

無
邪
気
な
子
供
の
こ
ろ
を
思
い
出
し

ま
し
た
。

　
雪
国
の
冬
は
長
く
き
び
し
い
。
春

地
和
江
さ
ん

　
　
　
（
中
仙
田
出
身
）

が
待
ち
ど
お
し
い
の
は
、
そ
の
土
地

に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
ば
か
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
自
然
の
草
も
木
も
、

春
の
訪
れ
を
待
っ
て
、
一
斉
に
活
動

を
始
め
る
の
で
す
。
雪
ど
け
の
水
を

集
め
て
流
れ
る
小
川
の
ほ
と
り
に
は
、

フ
キ
ノ
ト
ウ
や
ヨ
モ
ギ
が
群
が
る
よ

う
に
自
生
し
、
わ
が
世
の
春
を
存
分

に
賛
美
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
し

た
。　

あ
の
小
川
が
、
あ
の
土
手
の
草
や

木
が
、
今
で
も
昔
の
ま
ま
の
た
た
ず

ま
い
だ
ろ
う
か
？
　
私
は
、
幼
い
こ

ろ
の
ふ
る
さ
と
を
思
い
出
さ
ず
に
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
祖

母
の
手
づ
く
り
の
サ
サ
ア
メ
を
し
ゃ

ぶ
り
な
が
ら
遊
ん
だ
友
達
の
顔
も
、

走
馬
灯
の
よ
う
に
次
か
ら
次
へ
と
浮

か
ん
で
は
消
え
て
い
き
ま
す
。

　
最
近
、
田
舎
に
都
会
の
人
た
ち
の

別
荘
が
、
あ
ち
こ
ち
に
散
在
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
あ
の
清
ら
か
な

小
川
の
流
れ
が
破
壊
さ
れ
な
い
よ
う

に
、
そ
っ
と
し
て
お
い
て
ほ
し
い
と

祈
ら
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

慶
弔
の
一
助
に
も

志
木
市
高
橋

　
毎
月
「
広
報
か
わ
に
し
」
を
お
送

り
く
だ
さ
い
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
私
ど
も
一
家
は
、
川
西
町
出
身
で

す
。
町
の
様
子
を
細
か
く
知
る
こ
と

が
出
来
、
毎
月
楽
し
み
に
し
て
お
り

＝
子
残
ら
ず
目
を
通
し
て
い
ま
す
。

　
五
月
号
で
主
人
の
い
と
こ
の
義
母

が
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
知
り
、
早
速

お
明
か
し
代
を
送
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

お
か
げ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
成
人
式
の
写
真
を
、
目
を
皿
に
し

て
見
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
名
前
も

顔
も
判
別
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
も

う
町
を
離
れ
て
か
ら
十
五
年
余
り
に

な
り
ま
す
。
今
更
な
が
ら
、
年
月
の

へ
だ
た
り
を
痛
感
し
た
次
第
で
す
。

　
町
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。 キ

ミ
さ
ん

　
　
（
伊
友
出
身
）

こ
れ
も
広
報
か
わ
に
し
の

よ‘日曜日

リゾート施設で

崎保一さん
　（越ケ沢出身）

厚木市川

　
毎
月
、
広
報
を
お
送
り
く
だ
さ
い

ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
越
ケ
沢
に
暮
ら
し
て
五
十
年
、
ず

っ
と
雪
掘
り
を
続
け
ま
し
た
が
、
こ

の
地
へ
来
て
、
改
め
て
雪
の
降
ら
な

い
土
地
と
の
格
差
を
痛
感
し
て
い
ま

す
。
日
本
の
半
分
近
い
土
地
の
人
た

ち
が
、
冬
に
な
る
と
雪
に
多
く
の
労

力
を
費
や
し
て
い
ま
す
。
今
の
文
明

の
世
の
中
に
な
ん
と
か
な
ら
な
い
も

の
か
と
、
い
つ
も
思
っ
て
い
ま
す
。

　
厚
木
の
広
報
は
、
一
日
と
十
五
日

の
二
回
発
行
、
市
議
会
だ
よ
り
は
、

一
回
で
す
。
県
庁
だ
よ
り
も
毎
月
各

家
庭
に
配
布
に
な
り
ま
す
。

　
厚
木
市
が
誕
生
し
た
昭
和
三
十
年

当
時
の
人
口
は
、
三
一
、
二
九
五
人

で
し
た
。
そ
れ
が
今
で
は
、
一
八
万

五
千
人
を
超
え
、
お
よ
そ
六
倍
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
年
ほ
ど
前
、
テ
レ
ビ
で
津
南
町

の
リ
ゾ
ー
ト
施
設
を
見
ま
し
た
。
同

町
長
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
　
「
ハ
イ

カ
ラ
な
施
設
を
造
っ
た
こ
の
町
に
住

ん
で
、
こ
こ
か
ら
東
京
へ
通
勤
し
て

く
だ
さ
い
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
当
市
に
も
、
県
立
相
模
原
公
園
の

す
ぐ
隣
に
、
市
民
健
康
文
化
セ
ン
タ

ー
が
あ
り
ま
す
。
南
清
掃
工
場
の
余

熱
を
有
効
利
用
し
て
い
る
も
の
で
す
。

無
料
施
設
に
は
、
泡
末
浴
、
超
音
波

浴
、
打
た
せ
湯
、
一
般
浴
槽
が
あ
り

ま
す
。
プ
ー
ル
は
大
人
二
百
円
、
子

供
百
円
で
す
。
屋
上
に
は
、
ミ
ニ
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
場
も
あ
り
ま
す
。
私
は

日
曜
日
に
は
必
ず
行
き
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
こ
の
種
の
施
設
が

ど
こ
で
も
も
て
は
や
さ
れ
、
普
及
し

て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　
切
手
を
同
封
し
ま
し
た
。
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

神
奈
川
・
宮
ケ
瀬
ダ
ム
辺
で

③



　
北
蒲
・
中
条
町
の
日
立
中
条
工
場

に
勤
め
る
星
名
力
さ
ん
（
20
）
が
、

第
二
十
七
回
技
能
五
輪
全
国
大
会
の

電
子
機
器
組
み
立
て
部
門
で
優
勝
し

学校町の星名さ

支能五輪で

本日

金
メ
ダ
ル
と
賞
状
に
囲
ま
れ

喜
び
の
星
名
さ
ん

ま
し
た
。

　
星
名
さ
ん
は
県
大
会
を
一
位
で
通

過
し
、
全
国
の
精
鋭
二
十
九
人
と
腕

を
競
い
ま
し
た
。
課
題
は
、
マ
イ
コ

ン
の
一
種
を
、
六
時
間
十
五
分
の
制

限
時
間
内
に
組
み
立
て
る
も
の
で
す
。

長
時
間
の
緊
張
に
耐
え
る
体
力
と
集

中
力
を
養
う
た
め
、
毎
朝
ラ
ン
ニ
ン

グ
を
日
課
と
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
八
月
に
日
本
代
表
と
し
て
、
英
国

、
、

ハ
ー
ミ
ン
ガ
ム
市
で
開
か
れ
る
国
際

大
会
に
出
場
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
、
技
術
の
鍛
練

に
休
日
に
も
帰
宅
で
き
な
い
ほ
ど
忙

し
い
よ
う
で
す
。

　
「
強
敵
は
韓
国
勢
で
す
。
み
な
さ

ん
の
期
待
に
沿
え
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
」
と
、
　
「
世
界
ご
へ
の
決
意
を

語
っ
て
い
ま
し
た
。

≡
≡
一
≡
≡
≡
…
一
≡
≡
≡
≡
…
≡
一
一
≡
≡
≡
≡
≡
一
一
≡
≡

川
中
の
陸
上
選
手
活
躍

　
六
月
十
五
日
十
日
町
市
営
陸
上
競

技
場
で
第
一
二
十
九
回
郡
市
陸
上
選
手

権
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
川
西
中

学
校
の
優
勝
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
男
子
〉

走
り
高
跳
び
高
橋
修
（
伊
友
）

走
り
幅
跳
び

一
二
段
跳
び

三
種
競
技
A

同
　
　
　
　
B

〈
女
子
〉

砲
丸
投
げ

柳
　
浩
次
（
高
原
田
）

柳
　
浩
次
（
同
　
）

高
橋
修
（
伊
友
）

南
雲
武
幸
（
朝
日
町
）

小
川
晴
美
（
赤
　
谷
）

一一一一一一一一一■9ロ・9－9－D一・一一－一一D一匿一一一ローロー一一馴。一■・一目一一・一一一一一一－ーロ9一鱒一一一・一9一一目鱒
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魑

〈
川
西
中
学
校
ー

麟

　
　
　
．
愚

一
年
関
文
恵
さ
ん

二
年
村
越
　
ル
ミ
さ
ん

鰍
禦
糖

田中稔君1年

二
年
　
小
林
　
貴
宏
君

三
年
　
藤
田
佳
奈
衣
さ
ん

三
年
高
橋
憲
二
君

懲
霧

］
年
五
十
嵐
淳
一
君

8
月
号
は
千
手
小
学
校
で
す
。



　
六
月
十
一
日
（
日
）
朝
六
時
、
国

道
2
5
2
号
松
葉
沢
ダ
ム
駐
車
場
に
、

双
眼
鏡
を
持
っ
た
人
た
ち
が
集
ま
り

探鳥会で

！予鳥との

ふれあい
顯

姜
目

塵思

　
　
老
人
福
祉
に

小
林
政
一
さ
ん
（
栄
町
）

三
万
円

ま
し
た
。

　
町
で
初
め
て
開
か
れ
た
こ
の
「
探

鳥
会
」
は
、
十
日
町
野
鳥
の
会
（
山

口
邦
夫
会
長
）
と
、
公
民
館
が
催
し

た
も
の
で
す
。

　
二
十
人
ほ
ど
の
参
加
者
は
、
大
き

さ
や
、
飛
び
方
、
鳴
き
声
な
ど
に
よ

る
鳥
の
見
分
け
方
を
教
え
て
も
ら
い

ま
し
た
。

　
当
日
は
少
し
肌
寒
い
天
候
で
し
た

が
、
十
種
類
以
上
の
鳥
を
双
眼
鏡
で

間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

中
で
も
、
ほ
か
の
地
域
で
は
ヤ
ブ
で

鳴
く
と
い
わ
れ
て
い
る
ウ
グ
イ
ス
が
、

木
の
上
で
鳴
く
の
を
見
ま
し
た
。
お

話
で
は
、
こ
れ
は
川
西
の
ウ
グ
イ
ス

だ
け
の
珍
事
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
野
鳥
を
見
つ
け
る
コ
ツ
は
、
見
晴

ら
し
が
よ
い
木
を
第
一
に
見
つ
け
る

こ
と
だ
そ
う
で
す
。
取
ら
ず
、
犯
さ

ず
、
奪
わ
ず
、
こ
れ
が
自
然
や
野
鳥

を
大
切
に
す
る
た
め
の
三
原
則
と
い

う
こ
と
で
し
た
。

羽
鳥
さ
ん

霜
条
に
句
碑
が
五
基

観
光
の
名
所
に

着

　
　
　
　
　
関
東
、

　
六
月
二
十
五
日
、

良
晃
住
職
）
境
内
に
、

実
な
布
石

関
西
か
ら
多
数
が
来
町

　
　
　
　
　
　
　
　
清
竜
寺
（
金
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
大
阪
や

東
京
方
面
か
ら
の
お
客
様
と
、
地
元

の
人
た
ち
を
含
む
八
十
人
ほ
ど
の
俳

旬
愛
好
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
町
内
俳
句
グ
ル
ー
プ
「
芦
（
ア
シ
）

の
芽
会
」
の
肝
い
り
で
、
正
田
稲
洋

（
し
ょ
う
だ
・
と
う
よ
う
）
句
碑
を

建
立
。
そ
の
除
幕
記
念
祝
賀
会
に
お

越
し
く
だ
さ
っ
た
も
の
で
す
。
さ
ら

に
、
地
元
有
志
お
二
人
も
そ
れ
ぞ
れ

句
碑
を
建
立
。
併
せ
て
除
幕
披
露
が

あ
り
ま
し
た
。

　
正
田
さ
ん
は
、
群
馬
県
境
町
の
ご

河
川
協
会
か
ら
表
彰

　
こ
の
ほ
ど
、
東
京
で
社
団
法
人
日

本
河
川
協
会
通
常
総
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
席
上
、
木
落
の
羽
鳥
欣
一
さ

ん
（
6
2
）
が
、
河
川
功
労
者
と
し
て

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

出
身
で
す
。
新
潟
医
科
大
学
（
現
新

大
医
学
部
）
を
卒
業
、
医
学
博
士
で
、

現
在
、
同
地
で
医
業
を
営
ん
で
い
ま

す
。
同
大
在
学
中
か
ら
俳
聖
高
野
素

十
（
す
じ
ゅ
う
・
一
八
九
三
～
一
九

七
六
）
に
師
事
し

素
十
系
俳
句
の
第

一
人
者
と
し
て
、

日
本
伝
統
俳
旬
協

会
顧
問
を
な
さ
っ

て
い
ま
す
。

芦
の
芽
会
の
人

た
ち
ほ
と
ん
ど
が

誌
友
と
な
っ
て
い

る
、
句
誌
【
桑
弦

（
そ
う
げ
ん
）
」
の

主
宰
者
で
も
あ
り

ま
す
。

　
「
禅
門
の
戒
の

一
字
や
露
涼
し
」

は
、
去
年
八
月
「
そ

う
め
ん
旬
会
」
に

同
寺
を
訪
れ
た
と

き
の
作
で
す
。

こ
れ
を
旬
碑
に
刻

ん
で
い
ま
す
。

　
す
で
に
建
て
ら
れ
て
い
る
素
十
句

碑
な
ど
を
含
め
、
一
挙
に
五
基
の
旬

碑
が
誕
生
し
ま
し
た
。
文
字
ど
お
り

句
碑
公
園
の
観
を
呈
し
て
い
ま
す
。

　
壇
家
総
代
の
ひ
と
り
星
名
昭
次
さ

ん
は
、
　
「
住
職
の
ご
理
解
で
寺
の
裏

山
を
無
償
で
提
供
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
大
勢
の
有

志
か
ら
句
碑
を
建
て
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
近
い
将
来

に
は
遊
歩
道
の
整
備
と
併
せ
、
句
碑

公
園
と
し
て
町
の
名
所
に
な
る
よ
う
望

ん
で
い
ま
す
」
と
、
話
し
て
い
ま
し
た
。普段は静かな境内も、大変なにぎ

魯



た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

ノヘ　 　　 　　 ノヘ
根敷田越和丸増柳
　　　　久
津藤村村井山田

美清博正智晃敬可
知　　　　　　津
代智子夫恵市子夫

美
知
代

　
　
（
本

　
　
（
勇

＋
日
町
市
か
ら

室
　
島

高
原
田

木
落
か
ら

＋
日
町
市
か
ら

上
　
野

沖
立

＋
日
町
市
か
ら

昇
天
1
こ
め
い
福
を
祈
る

上
村
　
新
蔵
74
　
　
　
人
）
元
　
町

小
林
　
ハ
ッ
8
5
　
　
　
一
）
中
仙
田

藤
巻
　
　
節
8
5
（
定
則
）
上
　
野

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

　
　
　
た
つ
み

金
子
竜
美

　
　
し
ゅ
ん
す
け

村
越
俊
介

　
　
ま
な
み

茂
野
愛
美

　
　
あ
さ
み

清
水
亜
沙
美

　
　
　
ま
こ
と

関
口
　
　
誠

　
　
　
ゆ
ト
つ
か

押
木
優
花

　
　
　
み
か

北
村
美
加

　
茂

加
容
子

　
仁

由
美
子

日
陥
　
人

登
美
子

久
　
信

良
　
美

　智

の
り
子

　
昇

京
　
子

憲
　
一

加
代
子

二
男
上
　
野

二
男
野
　
口

長
女
学
校
町

長
女
高
原
田

二
男
中
央
町

長
女
栄
　
町

長
女
東
善
寺

　
　
　
　
　
　
　
も

　
　
　
　
　
　
月
広

募
談
。

員　
　
　
人
人
日
細
す

　
　
　
1
1
1
詳
ま

　
　
　
　
　
　
月
等
し

職
蚕
8
譲

町　　
　
務

度
事

年
般

2
　
　
一

成平
　
●

●　採用試験受付
●　採用試験実施
　わにし8月号に

　
　
　
　
　
7
小
セ
レ

　
　
・
ぐ
　
畔
艘
贋

　
　
　
翻

v
　
　
　
太
田
白
南
風
選

　
　
　
　
　
　
　
小
白
倉
江
口
み
ゆ
き

　
○
初
茄
子
を
尊
き
も
の
の
よ
う
に
も
ぐ

　
　
ち
ま
き
結
う
笹
の
香
り
に
包
ま
れ
て

　
　
家
々
の
持
ち
味
あ
り
し
ち
ま
き
か
な

　
　
　
　
　
　
　
中
島
町
相
沢
鈴
江

　
○
ち
ま
き
結
う
母
の
手
際
の
早
き
こ
と

　
　
吟
行
の
人
の
手
に
持
つ
夏
わ
ら
び

　
　
師
の
句
碑
の
字
の
深
々
と
夏
木
立

　
　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
登
坂
酔
月

　
○
植
田
は
や
少
し
差
の
あ
る
青
さ
か
な

　
　
座
布
団
を
干
し
あ
る
窓
の
花
葵

　
　
　
　
　
　
八
王
子
市
松
浦
　
サ
ク

　
　
あ
じ
さ
ゐ
の
変
る
藍
色
あ
ざ
や
か
に

　
　
夏
菊
を
仏
に
供
へ
法
事
す
む

　
　
　
　
　
　
大
倉
中
条
石
平

朝
顔
の
苗
を
小
鉢
に
植
え
か
え
て

角
い
っ
ぱ
い
伸
ば
し
て
動
く
蝸
牛

　
　
　
　
　
伊
勢
原
市
金
子
桂
吉

隣
家
に
も
分
ち
葉
付
き
の
夏
大
根

孫
と
見
る
紫
陽
花
の
毬
数
え
つ
＼

　
　
　
　
　
　
中
屋
敷
数
藤
壮
一

老
鶯
の
ま
だ
鳴
き
さ
か
る
峰
に
立
つ

　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
寅
生

願
紐
を
か
け
て
夏
帽
舟
下
る

　
　
　
　
　
　
足
立
区
山
形
頼
太

梅
雨
寒
や
膝
い
た
わ
り
て
廟
ご
と

　
　
　
　
　
　
三
領
水
品
律

万
緑
に
包
ま
れ
句
碑
の
染
ま
り
た
る

　
　
　
　
　
　
仁
田
小
幡
し
ん
女

桧
の
香
た
だ
よ
う
山
門
花
菖
蒲

　
　
　
　
　
発
電
所
通
り
小
川
京
子

茸
菜
の
ほ
の
か
に
透
け
し
掌

　
　
　
　
　
八
王
子
市
田
中
　
ひ
さ

内
苑
に
泉
湧
き
出
る
菖
蒲
園

　
　
　
　
　
　
霜
条
　
星
名
　
星
光

風
去
れ
ば
夏
蝶
と
ん
で
句
碑
を
舞
う

　
　
　
　
　
　
木
落
　
丸
山
鉄
四
郎

朝
露
に
ト
マ
ト
の
朱
色
鮮
か
な

　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斉
木
　
和
人

朝
顔
の
垣
根
越
し
に
て
す
る
会
釈

　
　
　
　
　
中
仙
田
　
南
雲
寿
恵

蓮
の
葉
の
ゆ
っ
く
り
と
揺
れ
露
こ
ぼ
す

　
　
　
　
　
小
白
倉
圭
　
　
　
子

ち
ま
き
結
う
手
の
こ
ま
や
か
に
母
老
い
し

　
　
　
　
　
浦
和
市
　
登
坂
　
博
史

赤
白
黄
色
揃
い
た
る
バ
ラ
の
園

　
　
　
　
　
中
仙
田
仙
蒼
子

あ
や
め
株
残
し
て
田
植
終
り
け
り

　
　
　
　
　
　
野
口
村
越
　
　
幸

池
の
畔
菖
蒲
明
る
く
咲
き
に
け
り

　
　
　
　
　
　
岩
瀬
小
川
益
栄

ロ
ー
カ
ル
の
車
窓
の
目
線
柿
の
花

　
　
　
　
　
　
三
領
高
橋
た
か
し

毎
朝
の
脇
芽
西
瓜
の
毬
程
に

⑳

　
　
眠
穀
懸
轡
か
ら
と

　
　
　
畏
起
ぎ
ぽ
ダ
メ

　
暑
い
夜
は
、
寝
つ
き
が
悪
く
、
ぐ

っ
す
り
眠
れ
な
く
て
、
睡
眠
不
足
に

な
り
が
ち
で
す
。
汗
を
か
い
て
、
体

力
の
消
耗
の
激
し
い
夏
に
、
十
分
に

睡
眠
を
と
っ
て
お
か
な
い
と
、
疲
れ

が
た
ま
っ
て
、
夏
バ
テ
を
起
こ
し
ま

す
。

　
ど
う
せ
眠
れ
な
い
の
だ
か
ら
と
、

テ
レ
ビ
の
深
夜
番
組
を
見
て
し
ま
っ

た
り
、
推
理
小
説
を
読
ん
だ
り
し
が

ち
で
す
。
こ
れ
で
は
、
ま
す
ま
す
疲

れ
を
た
め
て
し
ま
い
ま
す
。
不
摂
生

は
さ
け
る
よ
う
に
し
、
た
と
え
眠
れ

な
く
て
も
、
横
に
な
っ
て
い
る
だ
け

　
町
で
は
じ
め
て
の
、
ラ
ー
ジ
ボ
ー

ル
卓
球
大
会
（
6
・
18
総
合
体
育
館
）

で
も
、
疲
れ
は
ず
い
ぶ
ん
と
れ
る
も

の
で
す
。

　
休
日
に
は
、
朝
寝
を
た
の
し
ん
だ

り
、
昼
寝
を
し
た
り
し
て
、
睡
眠
不

足
を
補
う
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

　
眠
る
羅
め
の

　
　
　
鑑
叢
を
綾
よ
う

　
寝
る
前
に
ク
ー
ラ
ー
を
か
け
て
、

寝
室
を
冷
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
寝

て
い
る
と
き
の
冷
し
過
ぎ
は
よ
く
あ

り
ま
せ
ん
か
ら
、
寝
る
前
に
止
め
る

か
、
タ
イ
マ
ー
で
午
前
二
時
く
ら
い

ま
で
。
除
湿
で
湿
気
を
と
る
だ
け
で

も
眠
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
扇
風
機
で
部
屋
の
空
気
を

動
か
す
だ
け
で
も
、
暑
さ
は
ら
く
に

感
じ
る
も
の
で
す
。

　
寝
る
前
に
、
ぬ
る
め
の
お
湯
に
入

浴
す
る
の
も
い
い
方
法
で
す
。
体
温

に
近
蕩
温
（
三
＋
七
～
三
＋
八
度
）
騒

が
適
当
で
、
熱
い
湯
は
逆
効
果
に
な
⑱
⑭

り
ま
す
。

盤
耀
雛
露
翻
翻

り
な
ど
の
ほ
う
が
眠
気
を
誘
い
ま
す
・
躍

香
り
も
種
類
に
よ
っ
て
は
・
精
神
を
爾
臨

鎮
静
さ
せ
、
眠
気
を
起
こ
さ
せ
る
こ
鰹

硬
搏
鶴
都
野
磁
詩
⑰
螺

で
し
ょ
う
。


